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　東京都23区では、最終処分場延命措置として、これまで不燃ごみとして収集していたプラスチックの
分別区分を可燃ごみと資源ごみに変更し、サーマルリサイクル（ＴＲ）を実施することになった。そこ
で、この政策変更がほぼ全面的に実施された2008年10月の前後における環境負荷（ＣＯ２換算排出量）
と資源節約量の評価を実施し、使用済みプラスチックの処理・処分に関する政策の議論への基礎データを
提供する事とした。今回はプラスチック製容器包装の分別区分が不燃ごみから可燃ごみへ移行することに
伴う、区収集の可燃ごみと不燃ごみの処理・処分の環境負荷の評価を対象とし、資源回収については、
「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」（容リ法）に基づく、その他プラスチッ
クのみを評価に含めた。
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ＴＲ実施前の2007年度と、実施後の2008年度（未実施の上期含む）の23区収集一般廃棄物を比較し
た。その中のプラスチックについては、ＴＲと、容リ法に基づく、その他プラスチックの収集処理が増加
し、埋立処理が半減している。その結果として、廃棄物処理によるＣＯ２換算排出量については、プラス
チックのＴＲによるものは増大しているが、有機ごみの埋立処理によるものが激減しているために、全体
としては減少している。この理由は同伴埋立処理される有機ゴミが発酵して発生するメタン量が、埋立処
理の減少により激減しているためである。ちなみにメタンは温暖化への影響はＣＯ２の21倍である。す
なわち有機ゴミは燃やすとカーボンニュートラルであるためにＣＯ２換算排出量はゼロであるが、埋め立
てるとメタン発生によってＣＯ２の21倍として評価されるので、プラスチックの焼却により発生する
ＣＯ２増加量をはるかに上回る。

現状ではLCAでは評価されていない、埋立地不足の解消、衛生上の観点からも可燃分を全て焼却処理して
エネルギー回収する（TR）は、バランスの取れた処理法であると言える。
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